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き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
子
ど
も

た
ち
。

観
客
は
そ
の
姿
に
う
っ
と
り
し
て
い
ま
し
た
。

真剣に絵を描く子どもたち。（キッズ倶楽部　マンガ教室にて）

特 集
・西川消防署は眠らない ………………………………………P6
・防災 ～地域の組織力が 命を守る まちを守る～ …………………P10

・西川まつり…………………………………………………………P12

・街かどスケッチ
「成人式」「町民囲碁将棋大会」他……………………………………P14

・青少年海外研修 ～オーストラリア～ …………………………P16

・合併情報 ～新潟市との行政制度の違い～ ………………………P18

・お知らせ・情報
「西川町社会福祉協議会職員募集」他 ………………………………P20

・町民のうごき
「わたしの作品」「わが家の人気者」他 ………………………………P26

下水道が供用開始…………………………………………………P4



3

町
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
・
要
望
等
を
お
寄
せ

い
た
だ
く
た
め
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
提
言
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
「
町
長
へ
の
は
が
き
」
を
今
月
号
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ご質問の要旨

西川荘が改築され、12月に完成すると聞いています。曽根のだいろ
にちなんで“世界のかたつむり”の資料を集めたユニークな部屋を作
っていただきたいと思います。

西川ふれあい公園のだいろの家をはじめ、下水道のマンホールの
蓋、国道を渡る地下道の壁などいくつか「だいろ（かたつむり）」
の表現や絵を使っています。現在、工事の進められている西川荘の
ご提案は難しいかもしれませんが、今後の計画される施設の中で検
討させていただきます。 ―――――――――（企画課企画広報係）

回　答

ご質問の要旨

千隈橋の南側に階段を作ってほしい。

町内・集落から多くの要望が出されていますが、限られた予算の
中で実行しているため、数年お待ちいただいているのが実態です。
ご要望の箇所についても、用地および河川協議等が必要になるこ

とから、関係者、機関と協議したいと考えています。
―――――――――（建設課管理係）

回　答

ご質問の要旨

国道に通じる道を早く着工してほしい。
大成橋の改修をお願いしたい。

国道に通じる道については、要望書を県や関係機関に提出してい
ますが、予算等の関係で実施に結びつかないのが現実です。
橋りょう工事の計画は、代官橋脇に人道橋を設けることで平成

14年度予算で調査を実施しています。
来年度以降に代官橋脇の人道橋架設工事を実施し、その次に、大

成橋架け替えの調査を実施したいと考えています。
―――――――――（建設課管理係）

回　答

ご質問の要旨

航空防除の縮小をぜひ検討してください。農薬と農作物は切っても
切れないものとなっていますが、農薬による健康被害や消費者の健康
志向など、なるべく航空防除を減らすようお願いします。

航空防除については、残留農薬と環境への負荷も配慮しながら、
省力・低コストかつ効率的な防除手段として、定着・普及しています。
散布農薬については、県の許可を受け、毒物・劇物以外の魚毒性

の低い「普通物」を使用し、人体等への安全には十分な配慮をし、
防除を行っているところです。
また、町民の声に対応するため、住宅地周辺では、無人ヘリコプ

ターによる防除や地上防除を行い、飛散による被害が及ばないよう
安全対策には十分配慮して実施しているところであり、コスト面・
効果面でこれに代わるものが出てくるまでは、航空防除は必要と考
えています。 ―――――――――（農政課振興係）

回　答

�至 越後曽根駅 

�至 商店街 

千隈橋 

西川西川 西川 

階段 
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西
川
町
の
下
水
道
は
、
平
成
７
年
度
に
工

事
着
手
し
て
整
備
を
進
め
、
９
月
１
日
か
ら

一
部
の
区
域
で
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

９
月
２
日
に
六
分
地
内
に
お
い
て
、
供
用

開
始
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
安
沢
町
長
、
森
山
町
議
会
議
長

に
よ
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
次
に
町
長
の
供
用
開
始

の
宣
言
に
引
き
続
い
て
、
ポ
ン
プ
の
ス
イ
ッ

チ
が
入
れ
ら
れ
西
川
町
の
下
水
道
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
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特
集
・
下
水
道

せ
っ
か
く
地
域
に
下
水
道
が
整

備
さ
れ
て
も
、
各
家
庭
が
生
活
雑

排
水
を
側
溝
な
ど
に
流
し
続
け
て

い
る
と
、
地
域
の
衛
生
的
な
生
活

環
境
づ
く
り
の
妨
げ
と
な
り
ま

す
。下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の

皆
さ
ん
は
、
町
内
や
と
な
り
近
所

で
よ
く
話
し
合
っ
て
、
速
や
か
に

排
水
設
備
工
事
を
行
い
、
地
域
全

体
で
下
水
道
の
普
及
を
図
っ
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ 建設課下水道係　@88－3111 内線232

平成14年9月供用開始区域

　下水道は、自然環境を守り、快適な生活環境をつ 
くるための施設です。 
　私たちの家庭から出される生活雑排水は、道路側 
溝や排水路などを通して川や海に流れ込み、大切な 
自然環境を破壊しています。 
　下水道は、各家庭や工場などから出される汚水を 
集めて、きれいな水にしてから川や海に戻すための 
施設です。 
　９月１０日は「下水道の日」です。 
　あらためて、皆さんから下水道の役割や大切さに 
ついて考えていただきたいと思います。 
（第42回「下水道の日」推進標語） 

地
域
ぐ
る
み
で

下
水
道
の
普
及
を
！

排水設備工事の例

排水設備工事（個人負担）

下水道工事（町 負 担）

こ
の
た
び
供
用
開
始
と
な
っ
た

区
域
は
、

第
一
区
か
ら
　
第
三

区
の
一
部
、
学
校
町
、
二
番
町
か

ら
八
番
町
、
東
町
、
朝
日
町
、
千

隈
町
、
六
分
及
び
見
帯
の
一
部
な

ど
で
す
（
供
用
開
始
区
域
図
参
照
）。

こ
の
区
域
の
お
宅
に
つ
い
て

は
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
工
事
を

行
い
、
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。排

水
設
備
工
事
と
は
、
く
み
取

り
式
ト
イ
レ
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
へ

の
改
造
や
浄
化
槽
の
廃
止
と
ト
イ

レ
、
台
所
、
洗
面
所
、
風
呂
な
ど

の
排
水
管
を
下
水
道
に
つ
な
ぐ
工

事
で
す
。

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
、
個
人
負
担

で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
や
指
定
工
事
店

に
関
し
て
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
先
日
お
配
り
し
た
「
下
水
道

ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
建

設
課
下
水
道
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

水
洗
化
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い

供用開始区域図

雨水排水管
下水道へは接続
しません

側溝、水路

マンホール
掃除・点検等に
必要なものです

下水道本管

公共汚水ます

私有地 公道

私設汚水ます
掃除・点検等に
必要なものです
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
環
境
は
、
み
ん
な
が
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

街
中
が
す
っ
か
り
静
ま
る
深
夜
。
東
の
空
が
し
ら
じ
ら
と
明
け
始
め
る
早
朝
。

３
６
５
日
、
１
日
も
休
ま
ず
に
こ
の
光
景
を
見
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

そ
れ
が
「
巻
・
西
川
・
潟
東
消
防
事
務
組
合
　
西
川
消
防
署
」。
１
１
９

番
通
報
を
受
け
れ
ば
即
座
に
現
場
に
急
行
し
て
応
急
措
置
を
施
し
医
療
機
関

に
搬
送
す
る
。
私
た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
。
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
す
。

主
な
業
務
は
、
火
災
と
救
急
、
救
助
。
火
災
は
年
１
件
の
出
動
に
対
し
て

救
急
は
２
９
７
件
。
巻
町
・
潟
東
村
を
含
め
る
と
そ
の
数
は
、
火
災
が
年
１３

件
、
救
急
が
３
１
０
件
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
数
は
年
々
増
え
て
い
る
と
い

う
。
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特
集
・
西
川
消
防
署

今
回
、
昼
・
夜
の
２
日
に
分
け

て
西
川
消
防
署
に
密
着
し
た
。

ま
ず
は
、
昼
の
部
。
８
月
28
日

午
前
８
時
15
分
、
西
川
消
防
署
に

顔
を
だ
し
た
。
署
に
い
た
の
は
２

名
の
署
員
。
午
前
６
時
30
分
こ
ろ

巻
消
防
署
に
「
川
に
人
が
お
ち
た

ら
し
い
」
と
通
報
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
出
動
要
請
が
あ
り
他
の
署

員
は
出
動
し
て
い
た
。

８
時
30
分
、
交
代
勤
務
の
８
名

が
出
勤
す
る
。
今
日
は
署
長
を
含

め
９
人
体
制
と
の
こ
と
。
勤
務
は
、

署
長
の
他
24
名
が
１
小
隊
と
２
小

隊
に
分
か
れ
て
勤
務
す
る
。
各
班

は
交
代
で
24
時
間
出
勤
の
あ
と
１

日
休
み
と
い
う
変
則
勤
務
を
繰
り

返
す
。

出
勤
後
、
数
名
に
分
か
れ
消
防

車
な
ど
の
点
検
と
、
事
故
の
連
絡

を
待
つ
。
巻
消
防
署
か
ら
、「
ボ
ー

ト
を
出
し
て
捜
索
す
る
」
と
報
告

が
入
る
。

８
時
40
分
、
捜
索
に
で
て
い
た

１
小
隊
が
帰
っ
て
く
る
。
石
山
隊

長
か
ら
２
小
隊
へ
引
き
継
ぎ
が
あ

る
。「
70
代
男
性
が
、
き
の
う
夕
方

６
時
こ
ろ
か
ら
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
。
西
川
に
落
ち
た
ら
し
い

と
の
報
告
が
あ
り
、
西
川
周
辺
矢

島
橋
〜
桑
山
を
捜
索
し
た
。」

前
日
の
行
動
を
確
実
に
知
ら
せ

る
た
め
、
引
き
継
ぎ
は
欠
か
せ
な

い
と
の
こ
と
。

９
時
30
分
、
署
長
か
ら
引
き
続

き
捜
索
す
る
よ
う
命
令
が
あ
り
、

こ
こ
で
１
小
隊
の
７
人
は
勤
務
が

終
わ
る
。
２
小
隊
は
佐
藤
隊
長
他

８
名
、
救
急
車
、
消
防
車
各
１
台

で
出
動
す
る
。

捜
索
範
囲
は
、
矢
島
橋
か
ら
西

汰
上
ま
で
。
30
℃
を
超
え
る
炎
天

下
、
西
川
沿
い
を
く
ま
な
く
捜
索

す
る
。

９
時
50
分
、
発
見
し
た
と
の
報

告
が
入
り
、
署
員
に
緊
張
が
走
る
。

署
員
は
24
時
間
勤
務
の
２
交
代
制
。
２

つ
の
小
隊
が
交
代
で
勤
務
し
て
い
る
。
勤

務
の
交
代
は
毎
朝
８
時
30
分
。
署
長
に
引

継
ぎ
の
報
告
を
し
た
後
、
全
車
両
の
点
検

か
ら
１
日
の
勤
務
が
始
ま
る
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子

１
１
９
番
が
鳴
り
、
緊
張
感
に
包
ま

れ
る
通
信
室

ボ
ー
ト
を
使
っ
て
の
捜
索

救命の勉強

現
場
に
急
行
す
る
。

９
時
57
分
、
現
場
に
到
着
す
る
。

発
見
者
を
含
め
、
既
に
10
名
ほ
ど

の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
到
着
後
、

救
急
車
に
１
人
を
待
機
さ
せ
、
他

の
署
員
は
現
場
で
待
機
し
消
防
本

部
か
ら
の
指
示
を
待
つ
。

救
急
車
は
、
他
に
救
急
が
あ
っ

た
場
合
に
す
ぐ
に
出
ら
れ
る
よ
う

に
待
機
さ
せ
て
お
く
と
の
こ
と
。

９
時
59
分
、
巻
警
察
署
が
到
着

す
る
。
巻
・
西
川
消
防
署
で
30
名

の
署
員
が
集
ま
る
。

10
時
10
分
、
ボ
ー
ト
が
到
着
し
、

引
き
上
げ
る
。

10
時
30
分
、
巻
消
防
署
本
部
に

引
き
継
ぎ
を
し
、
西
川
消
防
署
に

到
着
す
る
。「
昔
は
、
水
遊
び
し

て
い
る
子
ど
も
が
溺
れ
る
と
い
う

事
故
が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
め
っ

た
に
な
い
。」
と
の
こ
と
。
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10
時
50
分
、
ポ
ン
プ
小
屋
の
蛍

光
灯
が
切
れ
て
い
る
と
の
連
絡
が

あ
り
、
点
検
に
向
か
い
、
部
品
交

換
す
る
。

10
時
50
分
、
消
防
車
の
バ
ッ
テ

リ
ー
の
調
子
が
悪
い
と
、
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
を
お
願
い
す
る
。

10
時
55
分
、
佐
藤
隊
長
か
ら
、

「
夜
、
通
行
止
め
の
所
が
あ
る
の

で
、
出
動
の
と
き
は
気
を
つ
け
る

よ
う
に
」
と
指
示
が
あ
る
。

11
時
30
分
、
西
川
竹
園
高
校
が

非
難
訓
練
の
お
願
い
に
く
る
。
町

内
の
小
・
中
学
校
・
高
校
は
毎
年

避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
要
請
が
あ
れ
ば
日
程

を
調
整
し
て
非
難
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。

13
時
45
分
、
巻
町
で
60
代
男
性

が
車
に
足
を
引
か
れ
た
と
報
告
が

無
線
で
入
る
。
骨
折
の
疑
い
も
あ

る
の
で
整
形
外
科
に
搬
送
す
る
と

の
こ
と
。
速
や
か
に
病
院
の
手
配

を
済
ま
せ
る
。

14
時
40
分
、
消
防
車
の
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
が
終
わ
っ
た
と
連
絡
が

入
る
。

15
時
５
分
、
救
命
講
習
会
で
使

用
す
る
人
形
の
点
検
を
行
う
。

17
時
、
無
線
の
点
検
が
行
わ
れ

る
。
通
信
室
を
含
め
、
消
防
車
２

台
と
救
急
車
の
無
線
も
毎
日
点
検

す
る
と
い
う
。

８
月
31
日
、
午
後
５
時
20
分
、

消
防
の
取
材
（
夜
の
部
）
の
た
め

再
び
消
防
署
を
訪
れ
る
。
こ
の
日

は
、
７
人
の
署
員
が
勤
務
し
て
い

た
。「

12
時
20
分
に
火
災
発
生
の
通

報
を
受
け
、
出
動
し
た
。
消
防
車

２
台
、
救
急
車
１
台
が
出
動
。

巻
・
潟
東
か
ら
も
消
防
車
２
台
、

町
の
消
防
団
の
積
載
車
５
台
が
出

動
し
、
13
時
鎮
火
し
た
。」
と
の

こ
と
。

非
番
（
休
み
）
の
署
員
に
も
連
絡

が
入
り
、
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

18
時
、
各
自
、
食
事
を
と
る
。

食
事
中
に
通
報
が
あ
れ
ば
食
べ
そ

こ
ね
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
夕

食
後
は
、
署
員
は
救
急
救
命
の
勉

強
な
ど
を
し
な
が
ら
長
い
夜
の
時

間
を
過
す
。

19
時
、
救
急
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

が
署
内
に
鳴
り
響
い
た
。「
１
１
９

番
通
報
だ
！
」

す
ぐ
さ
ま
、
通
信
室
で
受
話
器

を
と
る
。
３
名
の
救
急
隊
は
瞬
時

に
出
動
で
き
る
よ
う
に
待
機
し
、

通
信
室
で
の
情
報
に
耳
を
傾
け

る
。「
50
代
男
性
。
わ
き
腹
に
痛

み
が
あ
る
」
と
の
こ
と
。
住
所
を

確
認
し
、
救
急
車
に
乗
り
込
む
。

救
急
車
で
現
場
に
到
着
す
る
と

速
や
か
に
詳
し
い
状
況
を
通
信
室

に
入
れ
る
。
報
告
を
受
け
通
信
室

か
ら
搬
送
先
の
病
院
に
連
絡
を
入

れ
る
。
搬
送
す
る
病
院
が
決
定
し
、

通
信
室
か
ら
救
急
車
に
搬
送
先
の

連
絡
を
入
れ
る
。
病
院
到
着
後
、

医
師
や
看
護
師
に
報
告
し
、
こ
こ

で
患
者
が
隊
員
の
手
を
離
れ
る
。

通
報
を
受
け
て
、
30
分
。
搬
送
を

終
え
た
救
急
車
が
署
に
戻
っ
て
き

た
。22

時
、
22
時
か
ら
翌
日
の
７
時

30
分
ま
で
の
間
、
交
代
で
通
信
室

に
入
る
。
今
日
は
７
人
体
制
の
た

め
、
約
１
時
間
で
交
代
と
な
る
。

夜
中
に
救
急
が
あ
れ
ば
、
寝
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

23
時
30
分
、
仮
眠
に
入
る
。

翌
日
７
時
30
分
、
起
床
。
既
に

全
員
が
引
継
ぎ
の
準
備
を
し
て
い

た
。
８
時
30
分
、
勤
務
す
る
８
人

が
出
勤
し
、
引
継
ぎ
を
し
た
後
、

救
急
車
、
消
防
車
の
点
検
を
始
め

る
。「

署
に
電
話
で
、
病
院
を
紹
介

し
て
く
れ
と
い
う
方
も
い
ま
す

が
、
一
番
良
い
の
は
か
か
り
つ
け

の
医
院
を
持
つ
こ
と
。
そ
の
医
療

機
関
で
処
置
で
き
な
い
と
し
て

も
、
他
の
病
院
に
連
絡
し
て
く
れ

ま
す
か
ら
。
そ
れ
が
一
番
良
い
方

法
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
署

員
は
言
う
。

取
材
を
終
え
、「
川
の
事
故
や

火
災
。
２
つ
の
事
件
が
続
く
の
は

め
ず
ら
し
い
。」
と
い
う
話
を
耳

に
し
、
消
防
署
を
後
に
し
た
。

人命救助に待ったは効かない。
一刻を争う人命救助。並外れた体

力と瞬発力、一瞬の判断力と集中力、
そしてなにより火の中に飛び込んで
いく勇気が必要となる。
そのため、日夜厳しい訓練に取り

組んでいる。

トレーニングの様子

機
械
の
点
検

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

署
員
も
入
念
に
点
検
を
す
る
。

消
防
車
や
救
急
車
の
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
、
方
向
指
示
器
、
燃

料
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

緊
急
の
と
き
に
毎
日
の
点

検
・
整
備
が
大
切
と
な
る
。

行方不明者を捜索する。30℃を超える炎天
下の中、黙々と捜索する署員。
20分後、発見することになったが、発見が

遅れれば作業は数時間にも及ぶという。

出動の様子
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町
民
か
ら
、「
消
防
は
暇
で
い
い
ね
。
毎
日
、
何
し

て
い
る
ん
だ
。」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

緊
急
事
態
に
備
え
て
い
る
隊
員
に
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
、「
消
防
署
は
眠
ら
な
い
」
の
取
材
を
受
け
、

消
防
署
日
常
業
務
の
一
部
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
命
と
向
き
合
う
緊
張
の
連
続
を
強
い

ら
れ
る
厳
し
い
職
場
で
す
。

さ
て
、
一
刻
を
争
う
救
命
救
急
の
現
場
で
は
、

皆
さ
ん
の
情
報
（
１
１
９
番
通
報
）
が
非
常
に

大
切
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
正
確

な
現
場
の
状
況
、
早
急
な
患
者
の
容
態
把
握
が

素
早
い
処
置
を
可
能
に
し
ま
す
。
た
だ
早
く
早
く
で

は
、
結
果
と
し
て
良
い
状
況
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

不
慮
の
事
故
で
「
命
を
つ
な
ぐ
」
皆
さ
ん
の
緊
急

通
報
の
第
一
声
。
そ
の
重
要
性
を
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

も
良
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

最
近
、
一
人
の
消
防
人
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
消
防
防
災
活
動
に
日
夜
努
力
し
、
誠

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
社
会
的
に
も
っ

と
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
言

う
こ
と
で
す
。
危
険
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
敢

然
と
勇
気
を
持
っ
て
防
災
救
助
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
消
防
士
の
姿
に
、
現
場
を
あ
ず
か
る

責
任
者
と
し
て
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。

消
防
人
と
し
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
心
。
助
け

を
求
め
る
弱
い
人
々
に
対
す
る
優
し
さ
と
、
社
会
に
公

正
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

″志
″
。
そ
れ
が
消
防
人
の

誇
り
で
す
。

インタビュー

巻・西川・潟東

消防事務組合

西川消防署長

土田　倉司

ま
ず
は
１
１
９
番
通
報

ま
ず
は
１
１
９
番
通
報

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、

昨
年
１
年
間
に
出
動
し
た
救
急
車

は
３
１
０
件
。
高
齢
化
社
会
の
進

展
と
と
も
に
さ
ら
に
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
交
通
事
故
な
ど
外
見
で
判
断

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
救

急
車
を
要
請
し
た
ほ
う
が
よ
い
」

と
い
う
が
中
に
は
軽
傷
者
が
外
で

救
急
車
を
待
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

救
急
隊
は
、「
不
慮
の
事
故
が

発
生
し
た
と
き
に
応
急
処
置
を
施

し
、
素
早
く
医
療
機
関
に
搬
送
し

て
人
命
を
救
護
す
る
」
の
が
任
務
。

現
在
は
西
川
町
・
巻
町
・
潟
東
村

の
救
急
隊
が
互
い
に
補
完
し
あ
っ

て
緊
急
事
態
に
対
処
し
て
い
る
。

水
や
山
の
事
故
で
出
動
す
る
こ
と

も
多
い
。

搬
送
の
迅
速
化

搬
送
の
迅
速
化

救
命
救
急
を
よ
り
充
実
さ
れ
る

た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す

の
が
患
者
搬
送
の
迅
速
化
。
救
急

車
に
は
、
一
部
の
医
療
行
為
の
で

き
る
救
急
救
命
士
ま
た
は
救
急
２

課
程
修
了
者
が
同
乗
す
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
救
命
率
は
大
き
く
高

ま
っ
た
。

救
急
車
が
来
る
ま
で
に

救
急
車
が
来
る
ま
で
に

調
査
に
よ
れ
ば
、
呼
吸
停
止
後

２
分
以
内
に
人
工
呼
吸
す
れ
ば

90
％
の
割
合
で
命
は
救
わ
れ
る

が
、
５
分
後
に
な
る
と
25
％
ま
で

落
ち
込
む
と
い
う
。
救
急
車
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
救
命

手
当
が
重
要
に
な
る
。

「
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
は
、
ど
ん
な
に
急
い
で
も
数

分
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
呼
吸
停

止
や
心
臓
停
止
の
場
合
、
皆
さ
ん

の
蘇
生
方
法
に
よ
っ
て
救
命
率
も

違
っ
て
き
ま
す
し
、
一
命
を
と
り

と
め
て
も
脳
に
障
害
が
残
っ
た
り

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
さ

ん
に
は
正
し
い
蘇
生
方
法
を
習
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。」
と
署
員
は

言
う
。

巻
・
西
川
・
潟
東
消
防
事
務
組

合
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
応

急
手
当
の
講
習
会
を
定
期
的
に
行

っ
て
い
る
。
患
者
の
救
命
率
は
１

人
で
も
多
く
の
町
民
が
応
急
手
当

の
方
法
を
習
得
す
る
こ
と
で
高
く

な
る
。

救
命
救
急
は
、
町
民
・
救
急

隊
・
医
者
の
命
の
リ
レ
ー
。
わ
た

し
た
ち
は
、
命
を
つ
な
ぐ
第
一
走

者
。
我
々
に
で
き
る
こ
と
を
再
度

認
識
し
た
い
。

救
急
車
の
優
先
通
行
権

救
急
車
の
優
先
通
行
権

患
者
の
命
を
預
か
っ
て
い
る
の

で
、
救
急
車
の
運
転
に
は
気
を
使

う
と
い
う
。「
慎
重
に
、
そ
し
て

早
く
」。
し
か
し
、
車
の
中
で
音

楽
を
聴
い
て
い
る
と
サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う

で
、
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
ち
ら
も
十
分
気
を
つ
け

て
運
転
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
少

し
「
救
急
車
の
優
先
通
行
権
」
を

考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
と
い
う
。

ま
た
、
救
急
出
動
で
困
る
の
が
現

場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
。
や
じ
馬
が
騒

い
だ
り
、「
誰
を
運
ん
だ
の
か
」
聞

か
れ
た
り
。守
秘
義
務
が
あ
る
の
で

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
。
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大
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を

守
る
こ
と
は
、
各
家
庭
で
の
防
災

の
備
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は

限
界
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
が
、
住
民
が
協

力
し
合
っ
て
大
き
な
災
害
に
立
ち

向
か
う
、
地
域
の
自
主
防
災
活
動
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
一
人
一
人
が

団
結
し
て
発
揮
す
る
行
動
力
こ

そ
、
一
刻
を
争
う
人
命
救
助
に
大

き
く
貢
献
す
る
の
で
す
。

平
成
７
年
１
月
に
起
き
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
６，
４
０
０

人
を
超
え
る
死
亡
者
が
発
生
し
、

そ
の
９
割
近
く
が
倒
壊
家
屋
の
下

敷
き
と
な
っ
た
人
々
で
し
た
。

一
方
、
そ
の
数
十
倍
と
も
い
わ

れ
る
多
数
の
人
々
が
、
け
が
を
負

い
な
が
ら
も
倒
壊
物
の
下
か
ら
救

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
や
近
隣

住
民
が
協
力
し
、
バ
ー
ル
や
の
こ

ぎ
り
、
車
の
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
身
近

に
あ
る
物
を
使
っ
て
閉
じ
込
め
ら

れ
た
人
々
を
助
け
出
し
た
の
で

す
。大

地
震
の
発
生
直
後
は
、
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
建
物
の
倒
壊
、
火

災
の
発
生
、
道
路
・
水
路
・
消
火

設
備
の
損
壊
な
ど
が
起
き
る
た

め
、
す
べ
て
の
現
場
に
警
察
や
消

防
が
駆
け
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、

「
自
ら
の
地
域
を
自
ら
守
る
」
心

構
え
と
組
織
力
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
と
っ
さ
に

必
要
な
の
は
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
。
そ
し
て
危
険
を
免
れ
た
住
民

に
は
、
次
の
瞬
間
か
ら
重
要
な
役

割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
近
隣
の
出

火
防
止
、
初
期
消
火
、
被
災
者
の

救
出
・
看
護
に
当
た
る
こ
と
な
ど

で
す
。
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、

住
民
た
ち
が
協
力
し
て
速
や
か
な

防
災
活
動
を
行
え
る
か
否
か
に
か

か
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
防
災
の
日
」
「
防
災
週
間
」

の
期
間
中
に
は
、
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
参
加
を
通
し
て
住
民
が
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
組
織
に
よ
る
行
動
力
の
大
き

さ
を
改
め
て
見
直
す
機
会
に
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

防災 
ま
ず
は
身
の
安
全

そ
し
て
消
火
・
救
助
・
看
護

最
も
身
近
な
自
主
防
災
組
織
は

家
庭
で
す
。
大
地
震
発
生
の
際
に

も
家
族
が
あ
わ
て
ず
行
動
で
き
る

よ
う
に
「
家
庭
内
防
災
会
議
」
を

開
き
、
必
要
事
項
を
確
認
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
と
っ
さ
の
安
全
確
保
と
火
災
防

止
の
手
順
は
？

□
家
屋
の
補
強
、
家
具
の
転
倒
・

落
下
の
防
止
策
は
？

□
非
常
持
出
袋
の
準
備
と
置
き
場

所
は
？

□
幼
児
や
高
齢
者
の
非
難
補
助
の

役
割
分
担
は
？

□
非
難
経
路
と
非
難
場
所
は
？

□
家
族
間
の
連
絡
方
法
と
最
終
的

な
避
難
場
所
は
？

■
非
常
持
出
品
の
備
え

非
難
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物

を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
非
常

持
出
袋
に
入
れ
て
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
備
え
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
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最
近
は
「
隣
人
の
顔
を
知
ら
な

い
」
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

都
市
化
や
集
合
住
宅
の
増
加
で
、

隣
り
近
所
の
交
流
が
希
薄
に
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
震
災
で
多
数
の
家
屋

が
倒
壊
し
た
場
合
、「
こ
の
家
は

○
人
家
族
」「
こ
の
ア
パ
ー
ト
に

は
お
年
寄
り
が
多
い
」
と
い
っ
た

生
き
た
情
報
が
、
人
命
救
助
や
避

難
補
助
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

住
民
名
簿
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
る
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
交
流

や
会
話
に
よ
っ
て
住
民
同
士
が
お

地
域
の
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

防
災
力
を
高
め
る

●
ど
ん
な
状
況
で
閉
じ
込
め
ら
れ

て
い
る
か

●
け
が
を
し
て
い
な
い
か

●
建
物
の
倒
壊
の
程
度
は
ど
う
か

●
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
か

●
作
業
を
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る

か
●
ガ
ス
漏
れ
、
漏
電
に
よ
る
火
災

の
恐
れ
は
な
い
か
（
ガ
ス
の
元

栓
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
類
は

す
べ
て
止
め
る
）

●
ま
ず
、
か
わ
ら
・
ト
タ
ン
・
ガ

ラ
ス
な
ど
軽
い
物
か
ら
取
り
除

く
●
次
に
柱
・
は
り
な
ど
の
大
き
な

物
を
取
り
除
く

●
ロ
ー
プ
な
ど
で
固
定
し
、
崩
れ

な
い
よ
う
に
す
る

●
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
人
に
意

識
が
あ
れ
ば
、
安
全
の
確
認
を

と
り
な
が
ら
進
め
る

●
柱
な
ど
を
切
断
す
る
と
き
は
、

周
囲
の
物
が
崩
れ
な
い
よ
う
に

す
る

●
車
で
障
害
物
を
け
ん
引
す
る
と

き
は
、
丈
夫
な
ワ
イ
ヤ
ー
を
使

い
ゆ
っ
く
り
と

●
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
に
近
づ
い

た
ら
、
安
全
の
た
め
手
作
業
で

●
道
具
を
使
う
場
合
は
、
体
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に

●
慎
重
に
搬
出
し
、
直
ち
に
必
要

な
応
急
手
当
を

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
救
出
方
法

１
　
状
況
の
確
認

２
　
障
害
物
の
除
去

３
　
救
出
・
手
当
て

持
出
品
の
例

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト

□
飲
料
水
と
食
料（
２
〜
３
日
分
）

□
衣
類

□
手
袋

□
懐
中
電
灯

□
ラ
イ
タ
ー

□
ろ
う
そ
く

□
ラ
ジ
オ

□
ナ
イ
フ

□
缶
切
り

□
救
急
医
療
品

□
毛
布

□
現
金

□
預
金
通
帳

□
印
鑑

□
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
は
、
ミ
ル

ク
、
ほ
乳
ビ
ン
、
紙
お
む
つ

■
消
火
器
な
ど
の
備
え

万
一
の
出
火
に
備
え
て
、
消
火

器
な
ど
を
す
ぐ
使
え
る
場
所
に
用

意
。
風
呂
の
水
は
い
つ
も
た
め
て

お
く
よ
う
に
心
が
け
を
。
火
災
が

発
生
し
た
と
き
に
確
実
に
消
火
で

き
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
防
災
訓

練
な
ど
に
参
加
し
、
消
火
器
の
使

い
方
に
慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

夜
間
に
避
難
す
る
た
め
の
懐
中

電
灯
や
、
床
に
飛
散
し
た
ガ
ラ
ス

で
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
厚
手
の

ス
リ
ッ
パ
や
運
動
靴
を
身
近
な
場

所
に
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

グラッときたら身の安全 

すばやい消火、火の始末 

窓や戸を開け、出口を確保 

落下物、あわてて外に飛び出さない 

室内のガラスの破片に気をつけよう 

協力し合って救出・救護 

門や塀には近寄らない 

確かめ合おう、我が家の安全、隣の安否 

避難の前に安全確認、電気・ガス 

正しい情報、確かな行動 

互
い
を
知
り
合
う
心
が
け
が
大
切

で
す
。
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西
川
ま
つ
り 

夏
の
終
わ
り
を
締
め
く
く
る
「
西
川
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
パ

ワ
ー
で
予
定
さ
れ
て
い
た
行
事
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
子
ど
も
傘
ぼ
こ
も
10
基
に
増
え
、
ま
た

民
謡
流
し
の
踊
り
手
も
増
え
る
な
ど
昨
年
以
上
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
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西
川
ま
つ
り

灯
籠
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

灯
籠
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
21
町

内
・
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

代
官
賞

傘
ぼ
こ
賞

新
栄
町

だ
い
ろ
賞

下
山

上
組

農
業
委
員
会

特
別
賞

新
潟
高
圧
工
業
a

子
ど
も
み
こ
し
が

ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト

力強い太鼓の音で
観客を魅了（代官太鼓）

恒例のサマーコンサート
雨雲を吹き飛ばすほど
盛り上がった

▼子どもの傘ぼこ行列

▼見事、代官賞の

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
パ
レ
ー
ド

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
パ
レ
ー
ド 

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
パ
レ
ー
ド 

（
上
か
ら
鎧
郷
小
・
曽
根
小
・
升
潟
小
・
西
川
中
）

（
上
か
ら
鎧
郷
小
・
曽
根
小
・
升
潟
小
・
西
川
中
） 

（
上
か
ら
鎧
郷
小
・
曽
根
小
・
升
潟
小
・
西
川
中
） 

▲
▲

▲
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夏
の
海
遊
覧
船
の
ド
ラ
が
鳴
る

渡
辺
　
湖
生

少
年
は
口
笛
上
手
夏
の
海

関
　
　
芙
美

宿
坊
の
三
和
土
の
艶
や
夏
つ
ば
め

福
島
　
阿
支

訪
れ
ど
風
鈴
ひ
と
つ
留
守
に
鳴
る

星
　
　
良
三

観
音
も
素
足
で
お
わ
す
夏
の
海

森
　
　
　
武

夏
の
海
真
白
く
小
さ
し
連
絡
船

山
際
　
伝
市

顔
に
泥
撥
ね
て
夫
婦
の
蓮
根
掘
り

山
田
八
千
代

餌
を
あ
さ
る
鴎
の
群
や
夏
の
海

吉
川
　
志
介

風
鈴
に
心
を
い
や
す
失
意
の
娘

渡
辺
　
紅
華

風
鈴
や
と
ろ
と
ろ
い
つ
か
眠
り
け
り

市
橋
　
金
吾

流
行
の
水
着
あ
ふ
れ
る
渚
か
な

加
藤
　
静
江

縁
側
の
風
鈴
止
ん
で
風
か
わ
る

川
崎
　
　
實

風
鈴
の
音
色
に
さ
め
た
忘
れ
窓

小
林
　
正
義

児
等
の
声
路
地
を
転
が
る
夏
休
み

笹
川
カ
ツ
ヨ

俳
句

８月15日（木）、福祉会館で平成14年度の西川町成人式が
行われ、新成人94人（男性45人、女性49人）が参加しました。
式典では、まず、新成人の濱村紗綾さん（升岡団地）

の指揮により君が代を斉唱しました。
そして、新成人を代表して本間真徳さん

（槇島）から、「まだまだ未熟なところもあ
りますが、これからは成人として責任ある
行動をとらねばなりません。」という成人と
しての誓いの言葉が述べられました。
また、町からの記念品が代表の福井由成さん

（ 第一区）へ贈られ、式典の後、インドで民族舞踊を習
っている佐藤雅子さんから「海外で生活すること」と題し
た講演がありました。
中学３年生のときの担任の先生もかけつけてくださいま

した。
中学校卒業以来、久しぶりに会う先生や友だちと、話が

尽きないようでした。

そして、成人式終了後は、新成人の人たち
が企画・運営した「はたちの集い」がありま
した。
大人の仲間入りをしたこともあってビール

を飲みながら、中学時代のビデオを見たり、
ゲームをしたりして盛り上がっていました。
※　成人式記念写真の受取期間は９月12日k
までです。写真を注文してまだ引き換えてな
い方は忘れずにおいでください。
なお、昨年以前に写真を注文されて取りに

来ていない方も、どうぞおいでください。
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街
か
ど
ス
ケ
ッ
チ

短
歌

夢
に
見
し
四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
見
つ
け
た
り

今
日
幸
福
の
予
感
が
し
き
り

朝
妻
　
シ
ン

机
よ
り
晴
ば
れ
と
孫
が
顔
を
あ
ぐ
今
朝
は
算
数

成
し
遂
げ
た
る
か

森
　
　
　
武

大
き
声
出
す
は
健
康
に
よ
ろ
し
き
と
「
あ
あ
　

お
お
」
と
叫
ぶ
講
演
会
場

加
藤
ト
シ
子

濯
ぎ
も
の
た
ち
ま
ち
か
わ
く
炎
暑
に
て
今
日
は

三
度
目
面
白
き
ま
で

水
野
　
シ
ヅ

儚
さ
の
い
の
ち
に
燃
ゆ
る
か
夕
蝉
の
途
切
れ
鳴

く
な
り
声
細
ぼ
そ
と

大
野
　
友
子

夕
茜
昏
れ
な
づ
み
ゆ
く
静
け
さ
の
青
葉
に
蝉
の

声
沁
み
わ
た
る

桜
　
み
な
よ

山
嶺
の
霞
み
て
見
ゆ
る
遠
山
に
雨
の
降
る
ら
し

稲
妻
光
れ
り

青
葉
　
　
香

こ
の
夏
も
天
空
飛
び
て
子
の
家
族
年
に
一
度
の

帰
国
待
ち
お
り

上
山
　
恵
子

■文芸欄への投稿は、毎月20日までにどうぞ。作品は１人１首（句）以内です（編集一任させていただきます）。
難しい漢字や特別な読み方をする漢字には、ふりがなをふってください。

公民館主催による町民囲碁将棋大会を、
８月18日（日）に開催しました。
参加者総数25名。小学２年生から87歳の

方までが一堂に会して、各クラス別に熱い
戦いが繰り広げられていました。
囲碁の部
優　勝 植木　直一（ 第一区）
準優勝 斎藤　幸英（東　町）
第３位 平沢　克己（押　付）
将棋の部
（Ａ級）
優　勝 石橋　幸三（新栄町）
準優勝 加藤　哲夫（六　分）
第３位 高木　　務（下　組）
（Ｂ級）
優　勝 青木　　勇（槇　島）
準優勝 笹川　虎勝（与兵衛野）

８月11日（日）西川中学校グラウンドにおいて、第30回
町民ソフトボール大会が開催され、11チームによる熱戦が
展開されました。
白球を追う真剣プレーや珍プレーに歓声が沸き、和やかな

大会となりました。
優　勝 アストロ
準優勝 学校町
第３位 Ｍ・Ｄ・Ｃ　　

ビクトリーズ

第３位 深沢　　工（旗　屋）
（少年の部）
優　勝 木村　元河（下　山）
準優勝 田中　雄太（ 第一区）
第３位 田中　敬太（ 第一区）

町民ソフトボール大会 優勝 アストロ 



16

　7月31日（水）～8月7日（水）
7泊8日の日程で中学生6名をシ
ドニー（オーストラリア）に派
遣しました。 
　ホームステイや中学校での交
流会、シドニー日本総領事館訪
問などを通してオーストラリア
の文化や習慣を体験できたよう
でした。 
　その他、市内観光やグループ
に分かれての自由行動をしまし
た。 
　今月号から3回にわたって参
加者の皆さんが感じたことを掲
載します。 

7月31日（水）　西川町―成田空港～ 
　　　　　　　　 シドニー　（機内泊） 
8月 1日（木）　ブルーマウンテンズ国立公園 
　　　　　　　　 （ホテル泊） 
8月 2日（金）　シドニー市内観光 
　　　　　　　　 ホームステイ 
8月 3日（土）　ホームステイ 
8月 4日（日）　ホームステイ 
8月 5日（月）　中学校訪問 
　　　　　　　　 シドニー日本総領事館訪問（ホテル泊） 
8月 6日（火）　自由行動 
　　　　　　　　 ワイルドライフパーク 
　　　　　　　　 （ホテル泊） 
8月 7日（水）　シドニー～成田空港―西川町 

オージーと触れ合い 

大自然を体験　夏の思い出 

日程表  

青少年海外研修 青少年海外研修 
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青
少
年
海
外
研
修
事
業

私
は
こ
の
夏
休
み
、
町
の
海
外
研
修
に

参
加
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。

西川中３年
小池　梨沙さん

こ
の
研
修
で
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
言

葉
が
通
じ
な
く
て
も
人
は
だ
れ
と
で
も
仲

良
く
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
初
め
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
言
葉
が
通
じ
な
か
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
て
み
て
、
そ
ん
な
心
配
を
す
る
こ

と
は
な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
が
と
て
も
感
動
し
た
の
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
人
間
性
で

し
た
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
す
ぐ
に
外
国

人
だ
と
差
別
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
で

も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
移
民
の
多
い
国

な
の
で
、
誰
が
ど
こ
の
国
の
人
で
あ
っ
て

も
同
じ
人
間
と
し
て
優
し
く
普
段
通
り
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。
実
際
、
学
校
訪
問
の

時
も
笑
顔
で
「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
経
験
は
、
き
っ
と
こ

れ
か
ら
の
自
分
に
役
立
つ
と
思
う
の
で
、

自
信
を
持
っ
て
積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
町
の
方
や
家
の
人
に
心
か
ら
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ
　
ｙ
ｏ
ｕ
！
」

海
外
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

こ
の
研
修
が
、
私
に
と
っ
て
の
初
海
外

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
、
私
の
夏
の
と
て
も
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
飛
行
機
は
２
回
目
で
し

た
が
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。
９
時
間
の
長

旅
で
し
た
が
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
早
く
着
か

な
い
か
と
思
っ
て
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
て
ま
ず

思
っ
た
こ
と
は
、
日
本
と
違
っ
て
湿
気
が

少
な
く
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
い
て
過
ご
し
や

す
い
気
候
だ
と
思
い
ま
し
た
。
空
気
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
滞

在
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
一
日
目
は
牧

場
に
行
き
ま
し
た
。
羊
の
毛
が
り
が
す
ご

く
お
も
し
ろ
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
２

日
目
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
と
て
も
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
感
動
し

ま
し
た
。
中
に
は
入
れ
な
か
っ
た
の
で
残

念
で
し
た
。
そ
の
日
の
夕
方
に
ホ
ー
ム
ス

西川中３年
田沢亜沙美さん

テ
イ
先
の
人
が
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。と

て
も
や
さ
し
そ
う
な
マ
マ
さ
ん
と
エ

ス
テ
ル
（
姉
）
ジ
ュ
リ
ア
ン
（
弟
）
で
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
と
て
も
楽
し
く
て

一
番
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
終
わ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
学
校
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ダ
ニ
エ
ル

と
い
う
と
て
も
カ
ッ
コ
イ
イ
男
の
子
が
、

学
校
案
内
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
た

め
に
ゆ
っ
く
り
英
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ

て
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
日
本
と
は

違
う
文
化
に
触
れ
、良
い
体
験
が
で
き
た
の

で
私
に
と
っ
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
良

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を訪

ね
て

青少年海外研修 in オーストラリア 



制　度　名 西　　川　　町 新　　潟　　市 
制度なし 園児一人当たり 

年8,000円を補助 

全小中学校でセンター方式の完全給 
食 

市立小学校　63校中 
　　自校方式 
　　センター方式 
市立中学校31校中 
　　自校方式 
　　センター方式 
　　ミルク給食 

 
57校 
6校 
 

4校 
1校 
26校 

①要保護及び準要保護児童生徒に対 
　するもの 
　　国の基準により支給 
 
 
 
②特殊教育就学援助 
　　国の基準により支給 
 
 
 
③特殊諸学校就学奨励制度 
　　年98,000円支給 

①要保護及び準要保護児童生徒に対 
　するもの 
　小学校 
　　国の基準＋1,200円 
　中学校 
　　国の基準＋2,000円 
②特殊教育就学援助 
　小学校 
　　国の基準＋600円 
　中学校 
　　国の基準＋1,000円 
③特殊諸学校就学奨励制度 
　年36,000円＋交通費の一部を支給 

制度なし 低所得者世帯に対し、私立高等学校 
の学費を助成 
　助成額  年24,000円 

公民館  1か所 
図書館    なし 

公民館  11公民館・11分室 
図書館  2図書館・7図書館分室・ 
　　　  15図書館分室 

①体育館　　　　　1施設 
②野球場　　　　　1施設 
③庭球場　　　　　2施設 
④球技場　　　　　な　し 
⑤ソフトボール場　な　し 
⑥プール　　　　　2施設 
⑦ゲートボール場　2施設 
⑧多目的運動広場　1施設 
⑨陸上競技場　　　な　し 
⑩武道館　　　　　な　し 
⑪相撲場　　　　　1施設 
⑫馬　場　　　　　な　し 
⑬トレーニング場　な　し 
⑭アーチェリー場　な　し 

①体育館　　　　　6施設 
②野球場　　　　　8施設 
③庭球場　　　　10施設 
④球技場　　　　　1施設 
⑤ソフトボール場　1施設 
⑥プール　　　　　4施設 
⑦ゲートボール場　5施設 
⑧多目的運動広場　5施設 
⑨陸上競技場　　　2施設 
⑩武道館　　　　　3施設 
⑪相撲場　　　　　2施設 
⑫馬　場　　　　　1施設 
⑬トレーニング場　6施設 
⑭アーチェリー場　1施設 

北信越大会等のブロック大会又は全 
国大会等 
　１人当たり　5,000円 

①日本体育協会又は同協会加盟団体 
　等が主催する大会 
　１人当たり  10,000円 

私立幼稚園父母負担 
軽減補助 

学校給食 
（H.13.5.1現在） 

就学奨励費援助 

私立高等学校学費助 
成 

公民館・図書館設置 
数 

体育施設設置数 

スポーツの全国大会 
等出場者奨励金 

〈教育関係制度〉 

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提

供
と
し
て
、「
広
報
に
し
か
わ
」

７
月
号
か
ら
西
川
町
と
新
潟
市

と
の
行
政
制
度
の
比
較
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
は
教

育
・
住
民
活
動
関
係
制
度
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
比
較
は
、
新
潟

地
域
合
併
問
題
研
究
会
（
当
町

を
含
む
11
市
町
村
で
構
成
）
で

行
政
制
度
の
比
較
を
行
っ
た
も

の
で
あ
り
、
原
則
的
に
住
民
に

密
接
に
関
わ
る
行
政
制
度
で
、

新
潟
市
が
実
施
し
て
い
る
制
度

を
基
本
と
し
て
比
較
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
項
目
数
が
多
い
た
め

全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
掲
載
し
た
以
外

の
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

は
、
総
務
課
広
域
情
報
係
（
@

88
―
3
1
1
1
内
線
２
１
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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制　度　名 西　　川　　町 新　　潟　　市 

制　度　名 西　　川　　町 新　　潟　　市 

制度なし 交通遺児及びその保護者の交通災害 
共済加入金500円を助成する。 

補助対象事業額の10％の額を補助 
する 
　補助対象事業額の上限 
　・町内戸数40戸未満 
　　　1,000万円 
　・町内戸数40戸以上 
　　　1,200万円 
 
 
 
 
※町内戸数100戸で1,500万円の 
　集会所を建設した場合の補助額 
　　120万円 

①新築・改築・増築・購入の場合 
　普通規模 
　　建設費等の1/2以内で500万円 
　　を限度 
　大規模（世帯数が500世帯以上で 
　建物床面積250㎡以上） 
　　建設費等の1/2以内で1, 000 
　　万円を限度 
②修繕の場合 
　工事費の1/3以内で100万円を限 
　度 
※町内戸数100戸で1,500万円の集 
　会所を建設した場合の補助額 
　　500万円 

制度なし 自主的な地域活動等を行っている際、 
不測の事故により傷害を受けた場合、 
行政に対する協力に謝意を含め見舞 
金を支給。 

毎月10日及び25日に「広報にしか 
わ」を発行。 
 町内区長等を通じて全戸配布。 

毎週日曜日に「市報にいがた」を発行。 
新聞折り込みで配布し、未購読世帯 
へは郵送。 

制度なし 市民参加の行政を行うため、100人 
をモニターとして委嘱し、研修会や 
施設見学、アンケートを実施している。 

交通遺児等交通災害 
共済加入金助成 

集会所建設費補助 

地域活動等傷害見舞 
金 

広報紙 

町（市）政モニター 

制度なし 市民の苦情に対する市の処理につい 
ての評価を行い、市長に対し意見を 
述べるとともに、市長の求めに応じ、 
市の施策や市民の提言等に対し意見 
を述べる委員会を設置している。 
　　委員数３名 

行政評価委員会 

②オリンピック競技大会 
　１人当たり100,000円を限度 
③オリンピック競技大会以外の海外 
　での競技大会 
　１人当たり  15,000円 
④国際大会の強化合宿 
　１人当たり  10,000円 

スポーツの全国大会 
等出場者奨励金 

制度なし 災害救助法、県災害救助条例、市災 
害救助条例に該当しない災害に対し、 
被災者やその遺族に見舞金を支給する。 

災害見舞金 

〈住民活動関係制度〉 
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この手紙は、平成13年度に西川町青少年問題協議会が募った「短い手紙」の作品です。
なお、学校・学年は、応募当時のものです。

������������ ����������������������� �����������
お母さん、いつもおし事ごくろうさま。つ

かれた体を、温せんでゆっくり休ませてあげ

たいな。

升潟小学校　４年

大島　　樹

ばあちゃん、ばあちゃんの笑顔はスゴクす

てきだよ！これからもばあちゃんスマイルで

長生きしてね。

西川中学校　１年

涌井　　悠

９月２日～
９月16日

子育てテレホンサービス
@88－5560

今回の期間と内容は次のとおりです。
24時間いつでもご利用いただけます。

期　間 内　容

９月17日～
９月29日

家庭のしつけと学校
のしつけ

父親の役割

※問い合わせは、曽根保育園（@
88－2112）までお願いします。

9月定例議会招集日のお知らせ 

　９月定例議会の招集日が、次のとお 
り決まりましたので、お知らせします。 
 
 
　一般質問や議案審議の日程（予定） 
につきましては、招集日の４・５日前 
に開催される議会運営委員会で決まり 
ますので、その後役場庁舎内の掲示 
板（ふれあいコーナー前）に日程を掲 
示します。 
　また、電話照会にもお答えしますの 
で、議会事務局（@88－3111内線311） 
へご照会ください。 
　議会での審議は、町民の皆さんの生 
活に直結するものです。 
　ぜひ傍聴してください。 

招集日  9月18日（水） 

自
衛
隊
生
徒

来
春
中
学
校
卒
業
予
定
者
が
主

対
象
で
す
。

年
齢
制
限

中
卒
見
込
〜
17
歳
未

満
の
男
子

試

験

日

１
月
11
日
（
土
）

試

験

地

新
潟
市
外

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
加
茂

募
集
事
務
所

加
茂
市
神
明
町
２
―
12
―
７

@
０
２
５
６
―
５
２
―
５
２
２
２

西
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
職
員

旗
屋
地
内
に
建
設
中
の
介
護
予

防
拠
点
施
設
の
整
備
に
伴
い
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

生
き
が
い
活
動
援
助
員
　
１
人

送
迎
運
転
員
兼
援
助
員
　
１
人

受
験
資
格

生
き
が
い
活
動
援
助
員

・
介
護
福
祉
士
又
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
を
有
す

る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

送
迎
運
転
員
兼
援
助
員

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

い
ず
れ
の
職
種
も
20
歳
以
上

40
歳
未
満
（
誕
生
日
が
昭
和
37

年
11
月
２
日
か
ら
昭
和
57
年
11

月
１
日
ま
で
）の
通
勤
可
能
な
方

採
　
用

11
月
１
日
採
用
予
定

給
与
・
勤
務
条
件
等

社
会
福
祉
法
人
西
川
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
規
程
に
よ
り
ま

す
。土

・
日
・
祝
祭
日
等
の
勤
務

の
振
替
え
が
あ
り
ま
す
。

試
験
日
及
び
試
験
会
場

10
月
６
日
（
日
）
西
川
町
役
場

申
込
方
法
及
び
受
付
場
所

指
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
３
枚
を
添

付
し
て
、
役
場
総
務
課
人
事
係

ま
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

９
月
27
日
（
金
）
ま
で
の
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で

す
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は

９
月
27
日
の
消
印
有
効
で
す
。

臨
時
職
員
募
集

西
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

生
き
が
い
活
動
援
助
員
補
助
員

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

２
人

資
　
格

・
20
歳
以
上
50
歳
未
満
（
誕
生
日

が
昭
和
27
年
11
月
２
日
か
ら
昭

和
57
年
11
月
１
日
ま
で
）
の
通

勤
可
能
な
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

採
　
用

11
月
１
日
採
用
予
定

賃
金
・
勤
務
条
件
等

時
給
　
８
０
０
円

勤
務
日
数
　
週
３
日
程
度
（
交

替
勤
務
）

選
考
方
法

面
接
に
よ
り
選
考
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法
及
び
受
付
場
所

指
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
１
枚
を
添

付
し
て
、
役
場
総
務
課
人
事
係

ま
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
人
事
係

@

88
―
３
１
１
１
内
線
２
１
４
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西 川 町 役 場
保健センター
公 民 館
ガ ス 水 道 課
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
テレホンガイド
教育相談（専用）

@88－3111n
@88－5311
@88－2334
@88－2144
@88－5666
@88－5666
@88－6666
@88－3031

次
の
と
お
り
ラ
グ
ビ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
・
情
　
報

9月の納税
●納税する税目
国民健康保険税（第6期分）
介護保険料（第6期分）
●納　期　限
９月30日（月）

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関へ納
めてください。
・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。
・口座振替日は9月30日（月）です。振替できなかった方の
再振替日は、郵便局の方10月10日（木）、その他の金融機
関の方は、10月15日（火）となっています。
・口座振替のおすすめ
納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。
手続きは、金融機関の窓口で行ってください。

・納期限までに忘れずに
納税しましょう。

秋
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ 

秋
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ 

秋
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ 

元
気
な
子
ど
も
た
ち

み
ん
な
集
ま
れ
！

今
年
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

分
水
町
の
国
上
山
へ
行
き
ま
す
。

ご
家
族
で
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
６
日
（
日
）

（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
45
分

福
祉
会
館
集
合

午
前
９
時
　
　

出
　
発

定
　
員

先
着
40
名

（
小
学
生
以
上
）

参
加
料

１
名
　
５
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
等
）

申
込
み

９
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
公
民
館
へ
ど
う
ぞ
。

そ
の
他

・
天
候
に
よ
っ
て
は
雨
具
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
昼
食
は
各
自
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。（
昼
食
時
に
は
と

ん
汁
を
用
意
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

公
民
館
@
88
―
２
３
３
４

会
　
場

福
祉
会
館「
和
室
大
広
間
」

内
　
容

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
の
シ

リ
ー
ズ
よ
り

●
実
験

「
の
り
で
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

を
作
ろ
う
」

●
手
品
を
し
よ
う

参
加
費

無
料

持
ち
物

は
さ
み
、
筆
記
用
具

問
い
合
わ
せ

公
民
館
@
88
―
２
３
３
４

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
楽

し
く
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。
女
の

子
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
　
時

９
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
　
場

県
立
巻
高
等
学
校
体
育
館

対
象
者

小
中
学
生

参
加
費

１
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
）

そ
の
他

運
動
靴
、
着
替
え
等
は

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

主
　
催

新
潟
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
普
及
委

員
会

問
い
合
わ
せ

小
林
@
０
９
０
―
６
９
２
８
―

１
５
６
４

７月27日（土）にいがた夢海
岸フェスティバル2002少年相撲
大会が、新潟市西海岸特設相撲
場で開催されました。西川町相
撲部も個人戦、団体戦に出場し、
炎天下にもかかわらず元気一杯
相撲を取ってきました。
小学6年生の部個人戦
優　勝 山岸　昌太
第３位 古俣　湧梧

左：古俣湧梧くん　右：山岸昌太くん

「
は
じ
め
て
の
ラ
グ
ビ
ー
」 

　
　
　
　
　
　
　
教
室
開
催 

「
は
じ
め
て
の
ラ
グ
ビ
ー
」 

　
　
　
　
　
　
　
教
室
開
催 

「
は
じ
め
て
の
ラ
グ
ビ
ー
」 

　
　
　
　
　
　
　
教
室
開
催 

9
月
21
日
m
の
予
定

時
　
間

午
前
９
時
〜
正
午

おわびと訂正

広報にしかわ８月10日

号の記事の中で、町民ゲー

トボール大会の開催日が

誤っていました。正しく

は『9月16日（月）』で
す。

おわびして訂正します。

10月1日から路線バス「曽根駅前～升潟～大野新田町線」が廃止されます
長年「曽根駅前～升潟～大野」間を運行いたしておりました路線

バスは、地域の住民の足として必要な交通手段のひとつでありまし
たが、自家用車の普及等により利用者の減少から、公共の交通機関
として維持することが難しい状況になりました。
こうした中、いままで県の補助金を得ながら運行をいたしており

ましたが、今年10月運行分からは乗車人員が少なく県補助金の対象
から外れることが確実になるなど、財政的な面でも多額の町負担が
必要となること。また、バス事業者からも廃止の同意願いが町に出
され、残念ながら来る10月1日からこの路線を廃止せざる得なくなり
ました。
なにとぞ地域のみなさんのご理解をお願いいたします。
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　体育指導委員の指導でウォーキング教室を開催します。 

　正しいフォームで、また自分にあったペースで歩く

ことで効果がグンと違ってきます。 

　この機会に正しいフォームを身につけませんか。 

 
日　時　10月６日（日）　午前８時30分～10時 
会　場　鎧郷小学校グラウンド 
　　　　（実際に西川堤防を歩きます。） 

　　　　　※雨天の場合、鎧郷小学校体育館 

　　　　　　　（内履きを持参してください。） 

対　象　町民 
参加費　１人100円（傷害保険料等） 
その他　午前８時30分までに会場へおいでください。 
問い合わせ　公民館（　88－2334） 

文
部
科
学
省
で
は
、
国
民
の
体

力
・
運
動
能
力
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
、
毎
年
、
体
力
・
運
動
能

力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
併
せ
て
、
町
民
を
対
象

に
し
た
同
様
の
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。
テ
ス
ト
は
簡
単
で
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
体
力
年

齢
を
測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時
30
分

会
場

鎧
郷
小
学
校
体
育
館
、
グ

ラ
ウ
ン
ド

対
象

20
歳
〜
64
歳
の
町
民

種
目

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長

座
体
前
屈
、
反
復
横
と
び
、

急
歩
、
立
ち
幅
と
び

参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
（
傷
害

保
険
料
等
）

そ
の
他

参
加
希
望
者
は
、
体
操

の
で
き
る
服
装
で
、
内
履

き
、
外
履
き
を
持
参
の
う

え
、
当
日
午
前
10
時
ま
で

に
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。雨

天
の
場
合
、
体
育
館

で
す
べ
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
が
勧
め
て
い
る
ユ
ニ

ー
ク
な
体
力
テ
ス
ト
も
行
い
ま

す
。
種
目
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

公
民
館
　
@
88
―
２
３
３
４

平
成
14
年

就
業
構
造
基
本
調
査

総
務
省
で
は
、
10
月
１
日
に
14

回
目
の
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
急
激
な
変
化
や
雇
用
流
動
化
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
雇
用
・
失

業
対
策
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

今
調
査
で
は
、
西
汰
上
・
槇
島

団
地
・
学
校
町
の
一
部
が
調
査
対

象
の
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

「
多
重
債
務

１
１
０
番
」
実
施

多
額
の
借
金
や
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に
、

債
務
整
理
の
手
続
き
に
詳
し
い
司

法
書
士
が
電
話
で
相
談
を
お
受
け

し
、
法
律
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

９
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電
話

０
２
５
―
２
２
８
―
２
９
０
０

（
当
日
限
り
）

主
催

新
潟
県
司
法
書
士
会

毎月第４水曜日に住民票等交
付窓口を午後７時まで延長して
います。（９月は25日です。）
取扱業務は、
戸籍謄・抄本／住民票／印鑑

登録／印鑑証明／年金現況証明
です。
どうぞご利用ください。

住民課窓口からの
お知らせ

身
分
証
明
書
を
携
行
し
た
統
計

調
査
員
が
、
調
査
票
の
記
入
の
お

願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課

@
88
―
３
１
１
１
内
線
２
２
１

家
族
で
秋
の
味
覚
を
収
穫
し
、

野
外
炊
事
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日

９
月
28
日
（
土
）
〜
29
日

（
日
）（
１
泊
２
日
）

会
場

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容

芋
掘
り
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
等

定
員

60
人
（
先
着
）

経
費
　
３，

２
０
０
円
（
教
材

費
、
食
費
等
）

携
行
品

筆
記
用
具
、
野
外
活
動

の
で
き
る
服
装
等

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
で
郵

送
又
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
研

修
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
締
切
日
は
、
９

月
24
日
（
火
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
９
５
３
―
０
０
１
２

巻
町
越
前
浜
５
５
９
７
―
１

@

77
―
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
77
―
２
１
１
４

新
潟
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
主
催
事
業 

「
芋
掘
り
と
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
も
う
」 



23

お
知
ら
せ
・
情
　
報

身
体
障
害
者
福
祉
会
は
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
が
集
ま
り
、
自
ら
の
積

極
的
な
努
力
で
自
立
を
目
指
す
た
め

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
、
町
の
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
福
祉
大
会
へ
の
参

加
、
旅
行
、
他
団
体
と
の
交
流
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
費
は
年

５
０
０
円
で
す
。

こ
の
会
の
目
的
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
障
害
者
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
田
（
@
88
―
２
６
７
２
）

　今年も次のとおり敬老会を開催します。 
  ささやかではありますが、昼食等を用意し対象となる
皆さんのお越しをお待ちしています。どうぞ、皆さんお
誘い合わせのうえおいでください。 
  なお、欠席者の昼食は衛生上の心配があり配付いたし
ません。記念品については、ご家族あるいは知人に「記
念品引換券ハガキ」をお渡しし、敬老会当日午後１時ま
でに会場へ受け取りにおいでください。 
※当日、都合によりおいでになれない場合は、９月末日
までに公民館へ受け取りにおいでください。 
日　時　９月15日（日） 
会　場　曽根小学校体育館 
受　付　午前８時30分～ 
開　会　午前10時 
催し物　歌謡曲、民謡、舞踊等 
対象者　今年度中に満74歳以上になられる方 
問い合わせ 
　公民館（　88―２３３４） 

　育成会は、西川町に住む知的障害者
の保護者の方々によって組織されてい
ます。 
　本会は地域住民の方に対し知的障害
への理解を深めるための広報活動や、
会員同士で情報交換するなどして親睦
を深めています。 
　主な活動内容は、定期総会、西蒲原
郡手をつなぐ育成会の行事への参加、
レクリエーションなどを行っています。
年会費は３，０００円です。 
　西川町に住む知的障害者の父母又は
これに代わる保護者の方は、どなたで
も入会できます。 
　入会希望の方は西川町手をつなぐ育
成会までご連絡ください。 
問い合わせ 
　早川（　88―３６８６） 

９月15日は敬老会 ９月15日は敬老会 

　農家の皆さん、稲刈り後の稲わらをどうして
いますか？ 
　稲わらは有効な資源です。 
　秋すき込みによる土づくりや収集による園芸・
畜産への有効活用を進めましょう。 
　稲わら焼却による煙が、大きな環境問題にな
っています。 
　稲わら焼却による煙は、人に対して咳や目の
しみ等の不快感を与えるとともに、車の通行に
も悪影響が出るなど生活環境に支障を及ぼし、
西川町でも毎年多くの苦情が寄せられています。 
　また、昨年の４月からは、「廃棄物の処理及
び清掃に関する法律」が改正されて、野焼きが
禁止となり、罰則も強化されています。 
　稲わら焼却は、絶対にやめましょう。 

　ヘルスサポーター21事業について紹介します。 
　「健康日本21」は新しい世紀における国民健
康づくり運動の柱として、日常の生活習慣を改め、
生活習慣病のリスクを減らし、健康で質の高い
長寿社会の実現を目指しています。 
　全国食生活改善推進団体連絡協議会ではこれ
に協賛し、全国23万人の食生活改善推進委員と
ともに、自分の健康指標に基づき自己実現をめ
ざす《ヘルスサポーター》の養成を図ることと
しました。 
　委員１人が３人から５人のヘルスサポーター
を育て、全国の市町村において３年間で100万
人の仲間づくりを目指しています。 
　もし、私たちから声がかかりましたら、ぜひ
この事業に参加してください。 

今
回
の
内
容
は
、「
新
潟
ア
ジ
ア
文

化
祭
開
催
」
の
特
集
、
ニ
ュ
ー
に
い

が
た
21
未
来
に
向
か
っ
て
と
し
て

「
県
庁
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
続
け

ま
す
」、
障
害
福
祉
課
だ
よ
り
と
し

て
「
障
害
者
１
１
０
番
巡
回
相
談
会

の
お
知
ら
せ
」「
視
覚
障
害
者
の
方

を
対
象
に
し
た
訓
練
、
講
習
会
等
の

お
知
ら
せ
」、
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

と
し
て
「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作

文
・
障
害
者
の
日
の
ポ
ス
タ
ー
募

集
」「
働
く
青
少
年
の
皆
さ
ん
の
相

談
に
応
じ
ま
す
」
等
、
点
字
図
書
館
だ

よ
り
と
し
て「
新
刊
情
報
」等
で
す
。

図
書
の
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
公
民
館
事
務
室
（
福
祉
会
館
内

１
階
）
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、「
第
２
回
町
民
福
祉
ま
つ
り
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

福
祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
触
れ

な
が
ら
、
楽
し
く
１
日
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
28
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

会
場

西
川
ふ
れ
あ
い
公
園
、
西

川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

内
容

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

●
車
椅
子
体
験

●
浦
島
太
郎
体
験
（
高
齢

者
疑
似
体
験
）

町
民
福
祉
ま
つ
り
会
場
に
お
い

て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
実
施

し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
家
庭
で
不

●
福
祉
機
器
・
車
両
展
示

●
子
ど
も
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

●
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー

●
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
上
映

●
介
護
・
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
骨
粗
し
ょ
う
症

検
査
　
先
着
20
名
）

●
福
祉
施
設
に
よ
る
物
品

販
売

●
保
育
園
児
等
ス
テ
ー
ジ

発
表

●
日
赤
炊
き
出
し
コ
ー
ナ
ー

用
の
贈
答
品
（
タ
オ
ル
、
せ
っ
け

ん
な
ど
未
使
用
の
物
）
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
寄
付
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

売
上
金
は
共
同
募
金
へ
寄
付

し
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
や
い
き
い
き

サ
ロ
ン
等
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
福

祉
団
体
の
活
動
費
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

西
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

@
88
―
７
７
３
５

不
用
贈
答
品
の
ご
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す ジャンボフワフワ

　
西
川
町
の
全
保
育
園
（
４
園
）
で
は
、
こ
れ
か
ら
入
園

を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
に
保
育
園
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
体

験
入
園
の
日
」
を
計
画
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
と
一
緒
に
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
期
　
日
　
　
９
月
　
日
（
金
） 

　
時
　
間
　
　
午
前
９
時
〜
　
時 

　
会
　
場
　
　
各
保
育
園 

　
お
好
き
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
ど
の
保
育
園
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
４
保
育
園
全
部
見
ら
れ
て
も
結
構
で
す
。 

※
　
こ
の
日
以
外
で
体
験
入
園
・
見
学
さ
れ
た
い
方
は
、

各
保
育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

２７ 

１１ 

曽　根保育園 
　　（見　帯　　88－2112 ） 
みずほ保育園 
　　（八番町　　88－2123 ） 
鎧　郷保育園 
　　（下　山　　88－2286 ） 
升　潟保育園 
　　（大　潟　　88－2518 ） 

車椅子を体験しよう。

ステージアトラクション
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お
知
ら
せ
・
情
　
報

　９月21日（土）から30日（月）まで

秋の全国交通安全運動が実施されます。 

　今回の運動の重点 

●   高齢者の交通事故防止 

●　シートベルトと 

　　　チャイルドシートの 

　　　　　　　　　着用の徹底 

●　ライトの早めの点灯と 

　　　　　　　　反射材の活用 
 

　最近は日が暮れる時間が早くなって

きましたので、出掛けるときは目立つ

服装や反射材を活用して未然に交通事

故を防ぎましょう。ドライバーの方は、

夕暮れ時になったら早めにライトを点

灯するようにし、夜間はスピードを抑

えて交通事故に気をつけましょう。夜

間、自転車に乗るときはライトを付け、

自分の位置を早めに知らせましょう。 

　また、チャイルドシートの着用が義

務付けられてから２年半近く経過しま

すが、まだ着用率が高くないようです。

子どもを抱っこやおんぶしてクルマに

乗ることは非常に危険ですのでやめま

しょう。子どもの安全確保のためにチ

ャイルドシートを使用するようにしま

しょう。 

西川町交通安全対策協議会 

転
倒
予
防
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

町
で
は
、
寝
た
き
り
予
防
の
た

め
に
、
月
２
回
（
半
年
間
）
運
動

指
導
士
や
理
学
療
法
士
が
足
腰
の

筋
力
ア
ッ
プ
と
転
倒
予
防
を
目
的

と
し
た
楽
し
い
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

教
室
の
参
加
者
は
、
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
を
解
消
し
、
地
域
の
方

た
ち
と
の
交
流
を
毎
回
楽
し
み
に

し
、
運
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

実
施
期
間

10
月
か
ら
３
月

初
回

10
月
７
日
（
月
）

午
後
１
時
〜

転 
倒 

予 

防 

教 

室 

の 

ご 

案 

内 

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されま 
す。廃車したり、他人に譲渡した時は、車種によってそれ 
ぞれ次の所に届出が必要です。手続きをしない場合は、元 
の所有者に税金が掛かります。必ず手続きをしましょう。 
●軽自動車 
　　軽自動車検査協会  　　０２５－２７５－５８４５ 
●原付（～125cc）・小型特殊 
　　西川町役場  税務課　　８８－３１１１ 
●軽２輪車（126cc～250cc） 
　　全国軽自動車協会  　　０２５－２７５－５７０４ 
●小型２輪車（251cc～） 
　　新潟陸運支局　　  　　０２５－２８５－３１２１ 
　　全国軽自動車協会  　　０２５－２７５－５７０４ 

教
室
の
参
加
対
象
者

①
　
50
歳
以
上
の
人

②

筋
力
体
操
を
継
続
で
き

る
、
や
る
気
の
あ
る
人
。

③

主
治
医
か
ら
運
動
等
の
制

限
を
受
け
て
い
な
い
人
。

※
た
だ
し
、
毎
週
月
曜
日
に
実
施

し
て
い
る
健
康
体
操
に
参
加
し
て

い
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

会
場保

健
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
（
@
88
―
３
１
１

１
内
線
１
４
４
）
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。（
申
込
書
は
保
健
福
祉
課

窓
口
に
あ
り
ま
す
。）

7.24
ガス老朽管敷設替工事
（第８工区）

押　　付
地　　内

千円
3,098

14.７.30
〜

14.10.31
佐藤建設㈱7.23

升潟小学校屋上防水
全面改修工事

升 　 潟
地　　内

千円
8,925

14.７.23
〜

14.８.31

㈱水倉組
巻支店

7.31
第２処理分区管渠築造
工事（補助第５工区）

川崎団地
地　　内 30,450

14.７.31
〜

14.12.10
㈱吉田建設7.23

町道第８５６号線
道路改良工事

大　　潟
地　　内 3,465

14.７.23
〜

14.10.20
㈱八百板組

8.12
町道第５号線消雪パイ
プ敷設工事（補助第２
工区）

5,040
14.８.12
〜

14.10.25
遠藤建設㈱7.23

町道第４３９号線
オーバーレイ工事

押 　 付
地　　内 6,300

14.７.23
〜

14.９.20

㈱水倉組
巻支店

8.12
町道第５号線消雪パイ
プ敷設工事（補助第３
工区）

学 校 町
地　　内 5,670

14.８.12
〜

14.10.25
深沢建設㈱7.24

ガス・水道老朽管敷設
替工事（第４工区）

押　　付
地　　内 7,875

14.７.30
〜

14.10.31

小林設備
工業

8.12
下水道関連ガス・水道
管移設工事（補助第５
工区）

川崎団地
地　　内 2,783

14.８.13
〜

14.12.10
㈱吉田建設7.24

ガス・水道老朽管敷設
替工事（第５工区）

押　　付
地　　内 5,565

14.７.30
〜

14.10.31

㈱水倉組
巻支店

7.24
水道老朽管敷設替工事
（第６工区）

押　　付
地　　内 3,885

14.７.30
〜

14.10.31

遠藤・大滝
経常共同
企業体

入札日 工　事　名 場　所 工事費 工 期 業者名

入札結果公表 （百万円以上）

入札日 工　事　名 場　所 工事費 工 期 業者名

地 　 内
学 校 町



田　中　桐
とう

子
こ

植　木　香
か

帆
ほ

山　本　　晶
あきら

柿　嶌　夏
なつ

樹
き

渡　邉　　翠
みどり

田　中　真
ま

佐
さ

樹
き

26

／

／

／

／

／

／

おくやみ

うぶごえ

このコーナーに登場してくれるちびっこ・赤ちゃん・ペッ
トを募集しています。企画課まで連絡してください。

名　　前 誕生日 保護者 町　内

／

／

／

／

／

／

順

和　政

和　志

政　美

義　文

真佐弥

新 栄 町

見 帯

上 組

升潟団地

川 西

九 番 町

13

19

19

24

3

6
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わ が 家 の 人 気 者

橋　ハツエ

田　　　稔

小　川　　　章

八百板　マ　キ

渡　邉　愛　子

前　山　ハ　ナ

名　前

79

67

79

89

85

84

年齢

初　一

本　人

本　人

誠

本間興二

本　人

亡くなった日 世帯主

新 川

真 田

藤見町

六 分

上 組

町　内
7

7

7

7

8

8

20

25

31

31

５

14

7

7

7

7

8

8

町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、
戸籍窓口に届出の際にお申し出ください。

　男 
　女 
　計 
 
世帯数　3,491　 

転　入 
転　出 
出　生 
死　亡 

11人 
24人 
7人 
5人 

 6,089人 
 6,570人 
 12,659人 

 
 

（前月比－11） 

（前月比±0） 

（8月末日現在） 

ごけっこん

坪　井　　　徹　
（関川） 忍　

中　澤　久　宏
（若林）奈　緒

藤　井　信　聡
（小川）順　子

間　　　範　人　
（吉川）藍　子

名前（旧　姓）

坪井ヒサ子

中澤　久　

藤井　信聡

吉川　　孝

世帯主

大 関

押付団地

町　内

【談】 ５がつにたねをまいたあさ
がおが、７がつにきれいなおはな
をさかせました。とってもうれし
かったので、かえるやことりとい
っしょに、あさがおのおはなであ
そぶわたしをかきました。おとも
だちもいっしょに、ぶらんこをし
てます。

鎧郷小学校１年

玉
たま

木
き

彩
あや

聖
せ

さん
（新栄町）

先日の西川祭は遵平にとってとても楽しかったようです。
新潟産のおいしいお米と魚が好物で毎日よく食べとても

元気です。特技は頭つきとボディプレス。外も大好きです
が、このところの猛暑でビデオやＤＶＤ鑑賞にもあけくれ、
ジブリファンになりました。

佐野　英伸さん（四番町）
育子さん

佐
野
　
遵じ

ゅ
ん

平ぺ

い

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

高 

善 

88
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